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 当日は、令和元年度の事業報告・決算や、令和 2 年度の事業計画・予算等について

協議し、定期総会後には、大口町歴史民俗資料館学芸員による講演会を開催します。 

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大の状況により開催方法を変更する場合がご 

ざいます。ご了承ください。 
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私たちは、大口町北地域自治組織とともにまちづくりに取り組んでいます。 
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《大口町北地域自治組織第７回定期総会》 

◆日 時  令和 2 年 4 月 25 日（土） 午前１０時～ 

◆場 所  健康文化センター４階 ほほえみホール 

◆議 題  議案第１号 令和元年度大口町北地域自治組織事業報告について 

      議案第２号 令和元年度大口町北地域自治組織決算並びに監査報告 

について 

      議案第３号 令和 2 年度大口町北地域自治組織事業計画（案）について 

      議案第４号 令和 2 年度大口町北地域自治組織予算（案）について 

《講演会》 

◆開始予定時刻  令和 2 年 4 月 25 日（土） 午前１１時～ 

◆講 演 内 容  「北地域の災害史～入鹿切れから伊勢湾台風～」           

◆講    師  大口町歴史民俗資料館学芸員 西松賢一郎 氏 

東日本大震災以降、「防災」の意識が広く浸透するとともに、わが町で起こった過去 

の災害について注目されることが多くなりました。北地域も過去何度も災害に遭い、

当時の人々はその度に、復興のため立ち上がり現在に至っています。講演では、明治

時代以降において、北地域に被害をもたらした災害を中心に、ご紹介いたします。 
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 地域委員会を開催 

感謝のメッセージ～北小学校より～ 

 令和２年 1 月に、各地区で第 3 回地域委員会を開催しました。  

今回の地域委員会では、令和元年度の事業実績と令和２年度の事業計画についての報

告、令和２年度役員決め、そして意見交換が行われました。 

                【主な意見】 

・行政区と自治組織の役割分担、役員の任期と役割が不明確。 

・次年度の役員選出が個人の人脈に依存している。 

・昼間の自治会活動に、勤務の関係で出席できないため、役員の辞退者が多い。 

・環境パトロールはいつどのように行っているのか。又、不法投棄が多くなっている。 

・カラスが多くなってきて困っているが、対処方法が良く分からない。 

・下小口学共で好評だった「福祉の集い～認知症を知り、徘徊者捜索対応～」を是非、

外坪地区で実施して欲しい。 

・町で『これからの地域づくり』を検討しているが、自治組織と行政が話し合ってい

るのか？また、どのような仕組みに変わるのかを教えて欲しい。 

・「自転車保険」を大口町で導入しては、どうか。 

・「通学路 こども 110 番の家」の登録点検。 

◇貴重な意見をありがとうございました◇ 

・環境に関するご質問で把握できていることについては、すぐ

に対応させていただきました。 

・「福祉の集い」は次回、上小口地区で実施予定です。今後、

各地区を巡回し、地域に密着した講座にしたいと考えており

ます。 

・『これからの地域づくり』に関しては、自治組織とは別で協

議されていますが、各自治組織の会長は協議に参加していま

す。近日中に、中間報告があると聞いています。 

*その他についても、今後の課題として皆さんと共に取り

組んでいきたいと思っております。 

【環境パトロールの様子】 

 北小学校の５年生の児童の皆さんから、北地域自治組織 

青色防犯パトロール隊へ、感謝のメッセージが届きました。

「いつも、どんな天候の時も登下校を見守ってくださり、あ

りがとうございました。」「夕方に、青色防犯パトロール隊で

地域のために活動をしてくださり、ありがとうございます。」 

など、心配や不安を少しでも和らげることができたことに、

お礼の言葉がたくさん綴られていました。 

これからも、皆さんの安全を見守っていきます。 


